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はぐくみ合だより　(2)潮
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磨 傴��ず紋鋳出■ 俤��
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正以 人LBE 
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杏 �;ｨｾ��｣ 俥ﾈ贅�

水三み 盤点の セる 凵ｼコ 田 棉 Jf 

ツ頃 凵[茶 壷 

ト 僞ヨ 

武 �>ﾂ�佐立三串 �+r�松三 俥ﾂ��"�kﾂ�

蔵 川 琴 兀B�野川好田 蓋 �｢�井目 市 久茂 義朗 

白 雲 畔5"���隍��ﾒ�ﾏY�魔ﾒ�逮 雄 
一 

昭 傴｢�昭昭昭昭 傴｢�平昭 刋｢�:ﾒ��R��"�柵�7�,h*ﾒ�

刺 刎��和和和和. 刎��成和 
56 鼎r�61585060 田��362 

午 佻��年年年年 佻��年年 佗��

皮 儂r�度度度度 儂r�度度 冓B���ﾍ�����

はぐくみ会アンケートや､館内アンケートなどで本校同窓生による展覧会の開催

を望む声が多く寄せられています｡

そこで今年度より｢同窓生ギャラリー｣としてコーナーを新設いたします｡

ご期待下さい｡

左
記
の
卓
越
技
能
者
(
現
代
の
名
工
)
か
ら
県
職
業
能
力
開
発

課
へ
寄
贈
さ
れ
た
作
品
九
点
が
当
美
術
館
の
所
蔵
品
に
加
わ
-
ま

し
た
｡現

在
開
催
中
の
現
代
絵
画
展
(
平
成
八
年
十
二
月
二
十
一
日
～

平
成
九
年
四
月
八
日
)
で
一
部
展
示
い
た
し
て
お
り
ま
す
｡

卓
越
技
能
者
(
現
代
の
名
工
)
か
ら
の
寄
贈
作
品
I
&
見



譲(3)青井免愈館美術館

第
三
回
青
井
中
美
展
　
結
果
報
告

開
催
期
間

参
加
校

応
募
総
数

各
受
賞
者

平
成
八
年
十
一
月
二
十
一
日
㈱

～
十
二
月
十
五
日
㈲

四
七
校

二
九
四
点

(
学
校
名
)

青
井
大
賞

特
別
優
秀
賞

優

　

秀

　

賞

優

　

良

　

賞

佳

作

学
校
奨
励
賞

寺
本
　
智
美
(
石
　
動
)

岡
田
　
耕
一
(
牧
　
野
)

大
丸
志
小
里
(
藤
ノ
木
)

梅
田
　
歩
美
(
南
　
星
)

中
屋
　
和
英
(
早
　
月
)

谷
崎
枝
理
子
(
福
　
岡
)

池
田
　
李
絵
(
出
　
町
)

西
田
　
隆
宏
(
高
　
陵
)

新
川
　
幸
平
(
新
湊
西
部
)

三
井
　
鈴
子
(
福
　
野
)

杉
森
　
沙
織
(
小
　
杉
)

宮
田
　
有
記
(
八
　
尾
)

堀
　
か
お
-
(
牧
　
野
)

関
　
マ
リ
エ
(
八
　
代
)

西
田
　
彩
純
(
伏
　
木
)

鳥
田
　
武
司
(
大
　
門
)

鳥
本
真
里
子
(
牧
　
野
)

加
藤
　
志
保
(
富
山
北
部
)

吉
江
　
和
洋
(
戸
　
出
)

谷
保
　
康
一
(
戸
　
出
)

牧
野
中
学
校

高
陵
中
学
校

早
月
中
学
校

作
品
の
制
作
年
代
は
不
明
だ
が
､
正
し
い
木
材
の
木
取
-
が
な
さ

れ
木
割
れ
が
ほ
と
ん
ど
な
い
｡

備
像
だ
が
人
間
ら
し
さ
が
表
現
さ
れ
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
も
良
く
､

し
っ
か
-
し
た
デ
ッ
サ
ン
カ
で
彫
刻
刀
の
タ
ッ
チ
を
生
か
し
力
強
く
､

静
の
中
に
動
き
や
リ
ズ
ム
感
も
あ
-
す
ぼ
ら
し
い
力
作
で
あ
る
｡

写
実
と
様
式
化
が
微
妙
に
混
ざ
り
あ
っ
た
作
風
で
､
材
料
は
楠
材

と
思
う
｡
大
部
分
木
地
の
ま
ま
だ
が
､
一
部
に
淡
彩
を
施
し
'
金
粉

で
要
所
に
ア
ク
セ
ン
ト
が
つ
け
て
あ
る
｡

.
I
:
l
･
:
.
I
.
.
･
一

明
治
三
十
四
年
､
本
校
第
一
回
卒
業
生
と
し
て
木
材
彫
刻
科
を
卒

業
｡

そ
の
後
､
東
京
美
術
学
校
彫
刻
本
科
へ
入
学
'
同
校
卒
業
後
'
パ

リ
に
留
学
の
後
､
同
校
教
授
'
ま
た
賞
勲
局
の
嘱
託
と
し
て
文
化
勲

章
の
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
す
る
｡
再
度
の
外
遊
後
'
東
京
高
等
工
芸
学

校
教
授
と
し
て
奉
職
｡
工
芸
理
論
｢
立
体
図
案
｣
　
の
提
起
者
で
も
あ

る
｡

本
校
に
は
彫
刻
'
レ
リ
ー
フ
を
は
じ
め
'
多
数
の
作
品
が
所
蔵
さ

れ
て
い
る
｡



(4)芋蔓はぐくみ合だより

*青井記念館のホームページを開設しました｡

http:/ク′www. justnet. or. jP/home/kouge卜2/WELCOME. HTM

は
ぐ
く
み
会
会
員

募
集
の
お
し
ら
せ

は
ぐ
-
み
会
で
は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
｡

申
し
込
ま
れ
た
日
か
ら
一
年
間
会
員
と
な
り
ま
す
｡

主
な
活
動

-
青
井
記
念
館
美
術
館
へ
の
協
力
･
支
援

-
中
学
生
美
術
展
(
青
井
中
美
展
)
へ
の
支
援

3
美
術
館
だ
よ
-
の
発
行

特

　

　

典

-
企
画
展
等
の
案
内

2
美
術
館
だ
よ
-
の
配
布

-
美
術
教
室
へ
の
参
加

年
会
費

一
般
会
員
(
個
人
)

二
㌧
　
〇
〇
〇
円

特
別
会
員
(
企
業
､
団
体
等
)
一
〇
'
〇
〇
〇
円

お
問
い
合
わ
せ
･
申
し
込
み
先

青
井
記
念
館
美
術
館
は
ぐ
く
み
会
事
務
局

:
)

は
ぐ
-
み
会
会
員
を
対
象
に
美
術
教
室
開
催
を
予

定
い
た
し
て
お
り
ま
す
｡

ふ
る
っ
て
ご
応
募
下
さ
い
｡

応
.
寡
要
項

開
催
期
間

時

　

　

間

テ

　

ー

　

マ

講

　

　

師

平
成
九
年
八
月
十
九
日
㈹

～
八
月
二
十
四
日
㈱

一
時
半
～
四
時
半

小
さ
な
絵
を
描
き
､
楽
し
も
う
｡

当
美
術
館
館
長

竹
田
貞
郎
先
生

定
　
　
員
　

三

十

名

応
募
期
間
　
平
成
九
年
五
月
六
日
㈹

～
六
月
六
日
鳳

会
　
　
場
　
高
岡
工
芸
高
等
学
校

青
井
記
念
館
･
美
術
工
芸
実
習
室

受
講
料
は
無
料
で
す
｡
但
し
教
材
費
(
実
費
)
　
と

し
て
　
(
一
､
〇
〇
〇
円
)
が
必
要
で
す
｡

画
材
(
水
彩
絵
の
具
'
筆
等
)
は
各
自
ご
用
意
願
い

は
ぐ
-
み
会
ア
ン
ケ
I
I
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
｡

昨
年
よ
り
当
美
術
館
で
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
が
､
ア
ン
ケ
-

ー
に
さ
っ
そ
く
｢
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

知
っ
て
来
た
｡
｣
　
と
の
声
が
あ
-
､
改

め
て
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
効
用
を
感
じ
て

お
り
ま
す
｡

前
号
か
ら
は
ぐ
-
み
会
だ
よ
-
に
登

場
し
ま
し
た
本
校
所
蔵
作
品
紹
介
の
バ

ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
ご
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
お
知
ら
せ
下
さ
い
｡
お
送
り
し
ま

す
｡

編
集
発
行

ま
す
｡

富
山
県
立
高
岡
工
芸
高
等
学
校

青
井
記
念
館
美
術
館
は
ぐ
く
み
会

住
　
所
一
画
9
-
3
高
岡
市
中
川
1
-
1
-
二
〇

T
E
L
(
〇
七
六
六
)
二
T
l
六
三
〇
(
内
線
8
5
)

F
A
X
　
(
〇
七
六
六
)
二
三
⊥
六
三
一


